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　新学部がスタートし、２ヶ月が過ぎました。ややぎこちなく鼓動を始めた人
間福祉学部のバイタルは、ようやく安定し始めたようです。廊下ですれ違う学
生には笑顔が見え始め、そこかしこで弾んだ笑い声が聞こえるようになってき
ました。大変いいサインです。 
　人間福祉学部は異なる３つの学科から構成されており、これらを１つの学部
としてまとめることに不安がなかったわけではありません。入試の結果の併願
状況１つをとってみても、３つの学科の受験生、入学生は、ずいぶん違ってい
ます。入学式後の学部宣誓式では、こうしたことを踏まえて、学部が１つのファ
ミリーとなることを強調しました。ただ、これは「みんな同じになりましょう」
ということを押し付けることではありません。互いの違いを知り、認め合いな
がら、その上で「質の高い生活と社会の実現に貢献する」という学部ミッショ
ンを共有し、学びを進めてほしいということです。そのために学部の学生と教
職員がファミリーとしての自覚を持ってほしいということを伝えたかったので
す。 
　実は開設の準備段階で、こうした思いを伝えるための仕組みをいくつか用意
していました。その１つ、｢幕の内」を紹介しましょう。学部紹介のパフレッ
トは数多く作りましたが、何か物足りなさを感じていました。すべの学部教職
員を家族として紹介する方法はないかと考えました。ある女性の発案で、学部
を幕の内弁当にたとえ、教員、職員の１人ひとりを具材とし、｢おいしく」味わっ
てもらうパンフレットを作ることになりました。学生の頃の思い出、現職の選
択理由などを紹介し、それぞれの教職員の違いを個性として味わってもらおう
という試みです。オリエンテーションでは幕の内の味わい方を紹介しました。
この効果が現れるのはすこし先のことになるでしょう。 
　かつてソーシャルワークの先達であるメアリー・リッチモンドは、プラント
ンの言葉を借り､“Treat different people differently.”というフレイズでケー
スワークの真髄を表現しました。人は１人ひとり異なり、異なるニーズをもっ
ていることを理解して初めて、個人（ケース）に対する援助ができるのだとい
うことです。新しい学部では、メンバー１人ひとりの違い、そしてその良さを
互いに知り、個性ある家族員として一つの目標に向かって協働する、ファミリー
としてのアイデンティティを築いていきたいと願っています。 
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